
姫路港網干沖小型船舶係留施設 指定管理者候補者の選定について 

 

姫路港網干沖小型船舶係留施設における次期指定管理者を公募し、応募者の中か

ら下記のとおり候補者を選定しましたので、お知らせします。 

今後、地方自治法の規定に基づき、兵庫県議会での議決を得て、知事が指定する

予定です。 

 

１ 指定管理者候補者 

申 請 者：株式会社ヤマハ藤田 

所 在 地：姫路市本町 155番地 

代 表 者：代表取締役 藤田 忠久 

 

２ 指定管理期間（予定） 

令和８年４月１日から令和 13 年３月 31 日まで（５年間） 

 

３ 選定方法 

⑴ 資格審査、申請内容の確認 

応募書類について、県担当部署において資格審査や申請内容の確認を実施した。 

⑵ 選定委員会による審査 

公平・公正な審査を実施するため、学識経験者等で構成する「姫路港網干沖小

型船舶係留施設指定管理者候補者選定委員会」（以下「選定委員会」という。）を

設置し、提案内容を総合的に審査し、順位を決定した。 

委員名 役 職 等 備考 

渕   真輝 神戸大学大学院海事科学研究科准教授 委員長 

廣野 康平 神戸大学大学院海事科学研究科准教授 
 

永井 英範 （一財）日本海洋レジャー安全・振興協会近畿事務所主幹 
 

宇田名保美 ＡＤＵ（株）代表取締役社長（中小企業診断士） 
 

家永  薫 兵庫県土木部次長 
 

 

 

 

 

 

 



４ 選定委員会における審査内容及び結果 

⑴ 審査内容 

① 施設の維持管理、② 利用者への対応、③ 応募者の経営能力等、④ 組織運

営体制、⑤ 県への還付金 について、書面審査及び総括審査を実施した。 

⑵ 審査結果 

①  候 補 者：株式会社ヤマハ藤田 

②  得  点：109.5 点（各委員の平均点（130 点満点）） 

③  選定理由 

施設の維持管理及び利用者への対応の項目において、実施内容・体制等が具

体的かつ詳細に提案されており、現実的かつ有効な内容であったため、適正な

管理運営が期待できる。また、非常時・緊急時や苦情処理の対応について、近

隣で運営する自社マリーナや地元関係者との連携を活かした提案となってお

り、現場を支援する体制が整っていることから円滑な管理運営が期待できる。 

 

【応募者一覧及び各審査点】 

順位 申 請 者 得 点 

１ 株式会社ヤマハ藤田 109.5 

２ 株式会社マツヒロ 75.5 

 


